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説明会・行事等は日程・内容が変更される場合があります。必ず学校HP等でご確認ください今春の進学実績については巻末の「高校別大学合格者数一覧」をご覧ください

になるよう指導しています。家庭との密接な連携
を保ちつつ、しつけ教育にも力を注いでいます。
また高校生は、中学生と共に生活していることで、
下級生に対する思いやりを大切にし、上級生とし
て責任感をもった行動がとれるような人間形成を
目指しています。

学校行事は、健全で常識ある人格を育て、またの
びのびと学園生活を送る上で欠かせません。中学

1 年ではスキー教室、2 年でイングリッシュキャン
プ、3 年では関西方面への修学旅行を実施。また、
高校1、２年では宿泊研修を行い、２ 年時はさらに
九州方面への修学旅行を行っています。

クラブ活動は、中・高一緒です。野球部は春夏
あわせて10回の甲子園出場経験を誇ります。全国
大会に連続10回出場したことのある卓球部のほか、
最近では柔道部や剣道部、ゴルフ部、チアリーダー
部がめざましい活躍を見せています。

学校行事・クラブ活動

〈URL〉https://www.nichidai-1.ed.jp/
　　　　大正 2 年（1913）、日本大学最初の付属校
として日本大学中学校の名で神田三崎町に創立。
大正13年、現在地に移転し、昭和25年（1950）の学
制改革により、校名を日本大学第一中学校、日本
大学第一高等学校と改称。昭和43年には兄弟校と
して千葉日本大学第一高等学校を開校、翌年、同
中学校を併設、昭和61年には同小学校を開校。平
成 9 年（1997）より男女共学となりました。

校訓「真・健・和」—知識を求め、真理を探
究し（「真」）、心身健康で鍛錬に耐える力を持ち

（「健」）、思いやり、協調の心を培うこと（「和」）
によって、絆を重んじ、良き生活習慣をもった次
世代人を育成する。
⑴知識偏重に傾くことなく、知育・徳育・体育を

一体にした円満な常識ある人間を育成するよう
努める。

⑵いかなる困難にも耐える強固な意志と、健康な
身体を育成するよう努める。

⑶各人の個性を伸長させるよう努める。

中学校では、中高一貫教育の利点を生かし、ゆ
とりをもって、生徒の天性・特技・趣味などの個
性を把握し引き伸ばす教育を目指しています。所
定の教育課程および学習指導要領に準拠したカリ
キュラムに基づいて基礎学力の向上を図るだけで
なく、２ 年生からは、イングリッシュキャンプ（中
２ 全員）やオーストラリア語学研修（中 ２ ・ ３ 希

望者）を実施し、英語に対する視野を広げるよう
にします。また、英検の積極的な受験をすすめ、
確実な指導を行っています。

高等学校では、高校からの入学生（高入生）と
付属中学からの進学生（内進生）とを混合してク
ラス編成をします。高校 2 年生からは各自の進路
目標を達成するために文系・理系に分け、その際
それぞれに「日本大学進学クラス」と「難関大学
進学クラス」を作り、日大進学はもちろんのこと、
GMARCH以上の難関大学への進学にも通じる実
力の養成を行います。

両国にあるため交通の便のよい立地です。キャ
ンパスは江戸東京博物館の大きな建物が眼前にそ
びえ、両国国技館が並ぶ中にあります。40の普通
教室、特別教室、図書室の入った 8 階建の本館は
冷暖房が完備されており、多目的ホールや特別教
室、大講堂兼体育館のある新館、小体育館棟があ
ります。図書室には約37,000冊の蔵書があり、読
書の他に、自習スペースとしても活用することが
できます。特に、理科、芸術科、技術家庭科の施
設は十分に整えられており、コンピュータの指導
では一人に一台が与えられ、放課後使用すること
もできます。千葉県船橋市の千葉日大一中・一高
内に、硬式野球部のグラウンドがあります。

中学生は「真」「健」「和」の校訓に照らして、
将来の日大一高生の中核をなす健全で誠実な生徒

沿革

校風・教育方針

カリキュラムの特色

環境・施設設備

生活指導・心の教育
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〒130 – 0015　東京都墨田区横網1 – 5 – 2　☎03 – 3625 – 0026　学校長　熊谷　一弘

■2023年度入試日程（参考）
　　　　　
募集人員 出願期間 試験日発表日手続締切日
4 科 1 回 110 1/10〜1/31 2/1 2/1 2/5
　 　 2 回 　50 1/10〜2/1 2/2 2/2 2/5
2 科 1 回 　20 1/10〜2/2 2/3 2/3 2/5
　 　 2 回 　20 1/10〜2/4 2/5 2/5 2/7

　　　　　　
募集人員 出願期間※ 試験日発表日手続締切日
推薦　75 1/15〜1/19（必着） 1/22 1/22 1/24
一般　75 1/25〜2/9（必着）2/10 2/10 2/12

※インターネット出願。上記は書類提出日
■2023年度選考方法・入試科目（参考）
　　　　　
４ 科 １ 回・２回：国語、算数、社会、理科
２ 科 １ 回・２回：国語、算数　
〈配点・時間〉国・算＝各100点50分　理・社＝
各50点30分
〈面接〉なし
　　　　　　
推薦：書類審査、適性検査（国・英・数各30分）、
面接（個人）【出願条件】国数英社理 5 科20　 3
年間評定に 1 がないこと　各学年欠席10日以内
一般：国語、英語（リスニング含む）、数学、面接

（グループ）
〈配点・時間〉国・数・英＝各100点50分
〈面接〉推薦は個人、一般はグループ　
■2023年春併設大学・短大部への進学
3 年間の学業成績と日本大学付属高校基礎学力到
達度テストの成績、その他（各学部が実施する面
接・小論文・実技等）を総合して合否が決定します。
日本大学―212（法29、法二部13、文理18、経済26、
商13、芸術 6 、国際関係 7 、危機管理 4 、スポー
ツ科 2 、理工58、生産工13、工 3 、松戸歯 1 、生

物資源科13、薬 3 ）
日本大学短期大学部－ 5 （建築・生活デザイン 3 、
ものづくり・サイエンス総合1、ビジネス教養 1 ）
■指定校推薦枠のある主な大学
上智大　東京理科大　学習院大　法政大　成城大  
日本大　東京都市大　東京薬科大　芝浦工業大　
東京電機大　武蔵大　神田外語大など
■2023年春卒業生進路状況
卒業生数 大学 短大 専門学校 海外大 就職 進学準備他
336人 308人 8 人 8 人 0 人 0 人 12人
■2023年度入試結果
　　　　　男／女
募集人員 志願者数受験者数合格者数 競争率

４科１回　110 211/102 189/93 85/47 2.2/2.0
　　２回　　50 311/125 183/67 58/25 3.2/2.7
２科１回　　20 201/97 98/46 26/7 3.8/6.6
　　２回　　20 236/106 123/53 13/9 9.5/5.9

　　　　　　
募集人員 志願者数受験者数合格者数 競争率

推薦　男� 75 46 46 46 1.0
　　　女 � 42 42 42 1.0
一般　男� 75 113 111 95 1.2
　　　女 � 37 35 33 1.1
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学校説明会　要予約
★中学校・高等学校
学校説明会ライブ配信　9/10　10/8　10/22　
11/12（中学入試）　11/19（高校入試）　12/17　※リ
アルタイムで質問可能
※詳細は学校ホームページをご覧ください。
動画「日大一の日常」を公開中
来校型学校見学会　9/23　9/24　11/11
見学できる行事　
文化祭　9/23 ・ 9/24


